
台風・豪雨時に『避難情報のポイント』を確認して避難しましょう
問総務課 防災庶務班　☎773－6660

緊急時

市報 みなみ魚沼　令和２年６月15日発行 2

市では昨年から、警戒レベルを活用した避難情報などの発信を行っています。警戒レベルは、水害や土
砂災害に備えて住民がとるべき行動をお知らせするために５段階にレベル分けしたもので、自治体が避難
情報と合わせて発信する情報です。
避難情報のポイントなどをわかりやすくまとめました。いざという時のためにお役立てください。

警戒レベル 避難情報など 住民がとるべき行動

５ 災害発生情報 市が発令
命を守る最善の行動
※避難できていない場合は、自宅内の安全
　な部屋に移動

４ 避難指示（緊急）
避難勧告 市が発令 全員避難

３ 避難準備・
高齢者等避難開始 市が発令 高齢者などは避難

２ 大雨注意報・
洪水注意報など 気象庁が発表 ハザードマップなどで避難方法を確認する

１ 早期注意情報 気象庁が発表 最新情報に注意する
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ポイント
・「避難」とは「難」を「避」けることです。自宅などが安全な場合は、避難場所に行く必要はありません。
・避難先は市の指定避難所や地域の集会所だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも有
効です。日ごろから相談しておくことが大切です。

・豪雨時や浸水時の屋外避難は危険です。早めの避難を心がけ、逃げ遅れた場合は建物の上の階に移動し
ましょう。

避難における新型コロナウイルス感染症対策
・密集を避けるために、親戚・知人宅や在宅避難を検討しましょう。
・非常食だけでなく、マスク・体温計・消毒液・タオルなどの衛生用品を持って避難しましょう。
・体調が悪い場合はすぐに周囲に申告しましょう。
・避難所では、手洗い・換気などの感染予防を徹底しましょう。


